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 ナウイルス対策は
に努めながら対策会議を開催しています。

　また、市議会では市と意見交換会を行い、市内の現状

や市民の声から必要な支援策についても話し合ってきま

した。

特集　新型コロナウイルス対策
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5 月臨時会で決定した対策5 月臨時会で決定した対策
一般会計補正予算（コロナ対策分）一般会計補正予算（コロナ対策分）　　

98 億 4,162 万円98 億 4,162 万円

福祉・介護 子育て・教育

経済対策

特別定額給付金

その他

補正額　3,994 万４千円 補正額 3 億 8,921 万 9 千円

補正額　1 億 8,545 万 7 千円

補正額　91 億 7,700 万円

障害福祉サービス給付事業

　特別支援学校等の臨時休校に伴う放課後等デイ

サービス事業を支援

感染症予防事業

　市の感染予防のため、マスクや防護服、体温計等

購入

病院事業会計補助事業

　コロナウイルス感染者受け入れ対応準備にかかる

経費

子育て世帯臨時特別給付金支給事業　　

　児童手当を受給する世帯に対し、一人当たり１万

円の国の特別臨時給付金と併せ、市独自施策として

１万円を上乗せして支給（０歳～ 15 歳）

小学校・中学校教育振興事務費

　小中学校の休業中における学習支援のための教材

購入や、配信用動画作成にかかる経費のほか、日本

語指導が必要な外国人児童、生徒を支援

個人事業主支援金事業　　

　一時的な資金が必要となる個人事業主への支援と

して、社会福祉協議会が実施する緊急小口資金を借

受けた事業主に対し、最大５万円の支援金を支給

小規模事業者固定費支援事業　　

　前年同期比で売上高が 20％以上減少した小規模事

業者に対し、店舗等の賃借料の固定費を最大 20 万

円補助

新たな業態による事業継続支援事業　

　テイクアウトおよびデリバリーにより飲食事業を

継続する事業者に、１店舗あたり月額最大 10 万円

を支給

感染拡大防止臨時支援金交付事務業務委託

　県の休業要請や営業時間短縮に協力した事業者に

交付する感染拡大防止臨時支援金に、市独自の支援

金して一律５万円を上乗せ

特別定額給付金給付事業

　基準日（令和２年４月 27 日）に、住民基本台帳

に記録されているすべての市民を対象（外国人登録

を含む）に一律 10 万円を給付

　◎申請方法

　　◦オンライン申請

　　◦郵送申請

　◎申請受付締切

　　◦オンライン申請

　　　　８月 21 日㈮

　　◦郵送申請

　　　　８月 21 日㈮

　　　　　（消印有効）

予備費　5,000 万円

　災害時に備えての予備費

傷病手当金

（国民健康保険特別会計補正予算　423 万円）

　新型コロナウイルスに感染するなどした国民健康

保険の被用者に対し、傷病手当金を支給

市役所別館の相談受付

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

は甲賀市独自の支援策です。

※主な対策を掲載しています。



甲賀市の新型コロ 
　新型コロナウイルス感染症は国民生活や経済に大きな

影響を与えています。

　甲賀市では対策本部を設置しその対応にあたると共

に、市議会でも議会 BCP を発動し、市議会の業務継続

特集　新型コロナウイルス対策

市議会だより　No.633

一般会計補正予算（コロナ対策分）一般会計補正予算（コロナ対策分）　　

10 億 7,942 万 3 千円10 億 7,942 万 3 千円6 月定例会で決定した対策6 月定例会で決定した対策

福祉・介護 子育て

経済対策

その他

教育

補正額　2,897 万１千円 補正額 2 億 73 万 2 千円

補正額　5 億 621 万 3 千円

補正額　3 億 3,594 万 4 千円

災害対策事業

　避難場所への感染予防やまん延防止のため、宿泊

施設の借上げや、感染予防対策に必要な資材購入

新型感染症予防事業

　市内の医療機関、福祉施設および障害者福祉サー

ビス事業所に対し、感染症予防資材の調達に必要な

経費として支援金を支給

生活困窮者自立支援事業

　新型コロナの影響により、住居を失った方や失う

可能性がある方に対し、宿泊場所の提供や住居費を

支給

子育て世帯臨時特別給付金支給事業　

　子育て世帯の生活を支援するため、市独自で一人

当たり１万円を支給（16 歳～ 18 歳）

ひとり親世帯臨時特別給付金支給事業

　子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯

に対し、臨時特別給付金を支給

放課後児童クラブ支援・助成事業

　休所している児童クラブの指定管理者および事業

者に対して、利用料の減収分を補助

新たな日常に向けた

地域経済活性化支援金交付事業

　市内に店舗または事業所を有する小規模事業者に

対し、一律 10 万円を支援

地域産業バーチャルイベント開催事業

　市の魅力発信や地域特産品の販売を目的とした

バーチャル ( オンライン ) イベントを開催する市内

公共的団体に補助

地域経済応援クーポン券配布事業

　市内全世帯に対し、地元店舗で利用できるクーポ

ン券 5,000 円分を配布

観光事業等継続支援補助金事業

　感染症の拡大防止措置に伴い、イベント等を中止

または延期したことで損失を被った経費の一部につ

いて補助金交付

臨時広報紙発行　756 万 3 千円

　市民に新型コロナ対策の支援制度を周知するため、

臨時広報紙を発行、全戸にポスティング

スマートシティ推進事業

　児童・生徒のインターネットを活用した家庭学習

の支援を含め、非常においても活用できる通信機能

付きタブレットを購入

ICT 教育環境整備事業（小・中学校）

　ICT の活用により、小中学校児童生徒の学びを保

障できる環境を整備

要保護・準要保護児童就学援助事業　

　家計が急変し、学校納付金支払いが困難な世帯に

対し、前年度所得が就学援助の判定基準以下であっ

ても、直近の収入状況などを勘案して対象とし援助

奨学資金給付事業

　奨学金の貸与を受けている方で、世帯の収入年額

が前年に対して著しく減収し、基準額以下となる世

帯を対象として援助

傷病見舞金

（国民健康保険特別会計補正予算　80 万円）

　新型コロナウイルスに感染した国民健康保険加入

の自営業者に対し、傷病見舞金を支給

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市



特集　新型コロナウイルス対策

市議会での主な質疑（一部抜粋）
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5 月臨時会での主な質疑5 月臨時会での主な質疑6 月定例会での主な質疑6 月定例会での主な質疑

特
別
定
額
給
付
金

教　

育

福
祉
・
介
護

子
育
て
・
教
育

福
祉
・
介
護

経
済
対
策

そ
の
他

子
育
て

・
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

Q
代
理
申
請
は
で
き
る
か
。

A
ひ
と
り
暮
ら
し
や
施
設
入

所
の
方
、
字
の
書
け
な
い
方

な
ど
代
筆
し
申
請
す
る
こ
と

は
可
能
。

Q
申
請
し
て
い
な
い
方
の
確

認
、
対
応
は
。

A
受
付
期
間
は
３
ヶ
月
あ
る
。

１
ヶ
月
か
２
ヶ
月
で
チ
ェ
ッ

ク
し
再
通
知
を
行
う
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業

Q
今
回
の
補
正
予
算
に
よ
る

小
中
学
校
へ
の
配
備
状
況

は
。

A
児
童
生
徒
に
は
、
ひ
と
り

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
習

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
通

信
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家

庭
に
通
信
機
器
５
０
０
台
、

遠
隔
学
習
の
た
め
、
カ
メ
ラ

や
マ
イ
ク
各
１
台
を
全
校
に

整
備
す
る
予
定
。

・
災
害
対
策
事
業

Q
機
敏
に
対
応
す
る
に
は
、

身
近
に
置
く
べ
き
だ
が
、

購
入
資
材
は
ど
こ
に
備
蓄

す
る
の
か
。

A

25

ヶ
所
の
早
期
開
設
避
難

所
に
事
前
に
配
備
を
考
え

て
い
る
。
一
部
は
市
の
備

蓄
倉
庫
で
保
管
し
、
必
要

な
と
こ
ろ
へ
対
応
で
き
る

よ
う
考
え
る
。

・
傷
病
手
当
金

Q
対
象
者
は
、
国
保
の
被
用

者
と
あ
る
が
、
自
営
業
者
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
対
象
枠

を
拡
大
で
き
な
い
か
。

A
ま
ず
は
被
用
者
と
し
た
。

提
案
の
趣
旨
は
十
分
理
解
し

て
い
る
。
他
市
と
の
情
報
交

換
も
ふ
ま
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

・
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
事
業

Q
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は

申
請
不
要
と
の
こ
と
だ
が
、

い
つ
頃
振
り
込
ま
れ
る
の

か
。

A
国
で
は
、
８
月
末
ま
で
の

支
給
を
示
し
て
い
る
が
、
市

は
一
日
も
早
く
支
給
す
べ

く
、
７
月
中
の
振
り
込
み
を

考
え
て
い
る
。

・
小
規
模
事
業
者
固
定
費
支
援

事
業

Q
店
舗
な
ど
の
賃
借
料
の
固

定
費
と
あ
る
が
、
家
賃
で
な

く
て
も
固
定
費
と
し
て
対
応

で
き
な
い
か
。

A
検
討
す
る
余
地
が
あ
れ
ば

対
応
し
た
い
。
家
賃
の
ウ
エ

イ
ト
が
大
き
い
の
で
、
と
り

あ
え
ず
家
賃
補
助
と
す
る
。

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
支
給
事
業

Q

16
歳
か
ら
18
歳
の
臨
時
特

別
給
付
金
も
検
討
と
の
こ
と

だ
が
、
支
給
時
期
は
。
ま
た

支
給
額
は
。

A
支
給
時
期
は
15
歳
ま
で
の

臨
時
特
別
給
付
金
支
給
の
後

に
な
る
。
支
給
額
は
、
ひ
と

り
当
た
り
１
万
円
で
検
討
し

て
い
る
。

・
新
型
感
染
症
予
防
事
業

Q

医
療
機
関
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
へ
の
支
援
金
額

は
。

A
民
間
助
産
所
５
万
円
、
診

療
所
10
万
円
、
病
院
20
万

円
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
は
、
職
員
数
で
段
階

が
あ
り
、
５
万
円
、
10
万
円
、

15
万
円
、
20
万
円
と
な
る
。



特集　新型コロナウイルス対策

市議会では、新型コロナ対策事業などの補正予算を審議しました。

その質疑内容の一部を紹介します。

新型コロナウイルス対策

市議会だより　No.635

経
済
対
策

経
済
対
策

経
済
対
策

そ
の
他

経
済
対
策

・
地
域
産
業
バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ベ

ン
ト
開
催
事
業

Q
補
助
金
の
対
象
を
具
体
的

に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A

例
え
ば
、
産
業
フ
ェ
ア
で

あ
れ
ば
主
催
す
る
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
な
ど
あ
る
が
、
リ
ア
ル

で
な
く
バ
ー
チ
ャ
ル
（
オ
ン

ラ
イ
ン
）
で
実
際
開
催
さ
れ

た
団
体
に
補
助
す
る
も
の
。

・
地
域
経
済
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

配
布
事
業

Q
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
の
概
要

と
成
果
の
見
込
は
。

A
郵
送
で
全
世
帯
に
８
月
初

め
頃
に
は
届
く
よ
う
段
取
り

を
し
て
い
る
。
全
て
ク
ー

ポ
ン
券
が
利
用
さ
れ
る
と
、

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
額
の
倍
の

３
億
６
５
０
０
万
と
な
り
、

一
定
の
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
。

・
新
た
な
日
常
に
向
け
た
地
域

経
済
活
性
化
支
援
金
交
付
事

業
Q
対
象
で
あ
る
小
規
模
事
業

所
の
定
義
は
。
中
小
事
業
所

に
拡
大
で
き
な
い
か
。

A
従
業
員
20
人
以
下
、
サ
ー

ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
５
人
以

下
。
国
や
県
の
支
援
が
届
き

に
く
い
小
規
模
事
業
所
を
中

心
に
対
応
す
る
こ
と
が
基
本

と
考
え
る
。

・
臨
時
広
報
紙
発
行

Q
い
つ
頃
配
布
か
。
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
と
の
こ
と
だ
が
、
自
治

会
配
布
は
検
討
し
な
か
っ
た

の
か
。

A
配
布
は
７
月
中
下
旬
と
考

え
て
い
る
。
自
治
会
配
布
は

各
世
帯
に
届
く
ま
で
時
間
が

要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
と
す
る
。

・
固
定
資
産
税
の
減
免

Q

感
染
症
対
策
第
４
段
階
か

ら
実
施
を
計
画
し
て
い
る
固

定
資
産
税
の
減
免
の
考
え
方

は
。

A
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る

中
小
事
業
者
等
に
対
し
、
令

和
３
年
度
課
税
の
１
年
分
に

限
り
、
固
定
資
産
税
を
２
分

の
１
、
ま
た
は
ゼ
ロ
に
す
る

も
の
。

ポスティングで配布された
臨時広報紙



特集　新型コロナウイルス対策
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５
月
18
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
市
と
市
議
会
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
市
長
を
始
め
と
す
る

執
行
部
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を

基
本
に
行
い
、
市
内
の
現
状
や
市
民
の

声
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

各
議
員
か
ら
は

①
広
報
関
係
に
つ
い
て

②
生
活
支
援
に
つ
い
て

③
教
育
・
こ
ど
も
に
つ
い
て

④
医
療
に
つ
い
て

⑤
外
国
人
に
つ
い
て

⑥
事
業
者
に
つ
い
て

な
ど
、
各
分
野
に
渡
り
幅
広
い
支
援
等

の
意
見
を
出
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

書
き
上
げ
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ

る
課
題
や
支
援

策
に
つ
い
て
お

互
い
が
共
有
し

ま
し
た
。
出
た

意
見
は
６
月
の

補
正
予
算
に
も

反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

甲
賀
市
議
会
で
は
国
の
緊
急
事
態
宣

言
を
受
け
、
４
月
20
日
に
谷
永
議
長
が

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
発
動
し
ま
し
た
。

　

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
地
震
や
風
水
害
で

発
動
さ
れ
る
と
共
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ（
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
）
な
ど
の
感
染
症
の
流
行
も
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
４
月
21
日
に
は
甲
賀
市

議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
に
開
催
し
た
対
策
会
議
で

は
、
議
長
か
ら
発
動
報
告
と
議
会
運
営

委
員
会
と
の
役
割
分
担
、
議
員
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
の

対
応
、
議
員
か
ら
の
情
報
収
集
等
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
の
対
策
会
議
で
は
市
内
の

現
状
や
対
策
会
議
の
解
散
時
期
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。
時
期
に
つ
い
て
は
市
の

対
策
本
部
の
解
散
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

対
策
会
議
の
構
成

◦
議
長（
代
表
）

◦
副
議
長

◦
議
会
運
営
委
員
長

◦
総
務
常
任
委
員
長

◦
厚
生
文
教
常
任
委
員
長

◦
産
業
建
設
常
任
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

市
と
意
見
交
換

　
　
　
　
　
　
　

市
と
意
見
交
換

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

（
甲
賀
市
議
会
業
務
継
続
計
画
）
発
動

　

（
甲
賀
市
議
会
業
務
継
続
計
画
）
発
動

発
動
要
件

災害種別 対 応 基 準 発　動

地　震 市内で震度６弱以上の地震が発生したとき 自　動

風水害

1. 甲賀市内において台風、暴風、竜巻、豪雪、洪
水、土砂災害などで災害が発生したとき、又は、
被害の拡大が予想されるとき

2. 市内、近隣市町における避難勧告・避難指示の
発令、また孤立地域、交通機関障害、生活基盤
の被害が発生し応急対応が必要なとき

議　長

その他

上記自然災害のほか、火災、事件・事故等による
大規模災害、新型インフルエンザなどの感染症の
流行、原子力災害、大規模なテロ、弾道ミサイル
攻撃など武力攻撃による被害が発生し執行機関の
機能が大きく損なわれるとき、また、その恐れが
あるとき

議　長

全　般 市が災害対策本部体制を設置したとき 自　動

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
甲
賀
市
議
会
業
務
継

続
計
画
）
と
は

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

及
び
議
員
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
役
割
や
行
動
方
針
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
議
会
の
機

能
回
復
を
図
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
反
映
し
た
復
旧
・
復
興
に
早
期

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

分野別の各議員の意見
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ス
ピ
ー
ド
感
と

ス
ピ
ー
ド
感
と

　
　
　

充
実
し
た
議
論
を

　
　
　

充
実
し
た
議
論
を

本
会
議
開
始
時
間
が

本
会
議
開
始
時
間
が

　
　

９
時

　
　

９
時
3030

分
に
変
更

分
に
変
更

今
議
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
…

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
マ
ス
ク

の
着
用
、
人
と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け

避
け
る
。
各
種
行
事
が
中
止
や
延
期
に

な
る
中
、
議
会
は
市
民
生
活
を
守
る
た

め
、
緊
急
事
態
の
も
と
で
も
議
会
の
役

割
が
果
た
せ
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
と
充

実
し
た
議
事
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
感
と
は
…

　

国
の
一
次
補
正
の
時
期
を
み
て
五
月

の
臨
時
会
を
早
め
、
一
刻
で
も
早
く
特

別
定
額
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
や
市

独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
補

正
予
算
審
議
を
優
先
。
ま
た
六
月
定
例

会
も
審
議
の
時
間
は
確
保
し
な
が
ら
日

　

甲
賀
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
本
会
議
、
委
員
会
の
傍
聴
を
中
止

し
て
い
ま
し
た
が
６
月
議
会
か
ら
傍
聴

を
再
開
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
傍
聴
さ
れ
る

時
に
は
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
熱
や
だ
る
さ
、
咳
な
ど
の
体
調
不
良

が
あ
る
場
合
は
傍
聴
を
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

②
入
場
前
に
、
傍
聴
席
入
口
に
設
置
の

消
毒
液
で
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し

ま
す
。

③
傍
聴
の
際
に
は
マ
ス
ク
を
持
参
し
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

④
万
が
一
、
議
会
に
関
係
し
て
感
染
が

発
覚
し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
と
し

て
、「
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
」の
記

入
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
傍
聴
に
は
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　５月臨時会から本会議開始時間が今までの10時から９時30分に変更となりました。
　開会時間を早めることで議論の時間を確保することが目的で、３月定例会で議員発
議により会議規則が一部改正されました。
　なお、委員会は今まで同様９時30分からです。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
議
会
の
あ
り
方

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
議
会
の
あ
り
方

谷
永
兼
二
議
長
に
聞
く

谷
永
兼
二
議
長
に
聞
く

議
会
の
傍
聴
を
再
開
し
ま
し
た

議
会
の
傍
聴
を
再
開
し
ま
し
た

程
を
一
週
間
早
め
ま
し
た
。

充
実
し
た
議
事
運
営
と
は
…

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
テ
ー
マ
に
市
長
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
の
も
初
め
て
で

す
。
各
会
派
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
要

求
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
補
正
予
算
に

も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
議
案
質
疑
を

含
め
て
時
間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

一
般
質
問
で
は
ほ
と
ん
ど
の
議
員
が
コ

ロ
ナ
問
題
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
な
る
充

実
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
独

自
施
策
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
の
対
応
は

　

マ
ス
ク
を
し
て
の
発
言
は
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
三
密
を
避
け
る
た
め
、

七
月
に
予
定
し
て
い
た
議
会
報
告
会
が

開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
常
任
委
員
会
毎
に

先
進
地
研
修
を
行
い
市
政
に
生
か
す
取

り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
そ
の
予
算
を
感
染
防
止
対
策
や
経
済

支
援
等
に
充
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
中

止
と
し
ま
し
た
。
今
後
第
二
波
・
第
三

波
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
迅
速
・
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も

努
力
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
本
会
議
は
あ
い
コ
ム
こ
う
か
と

「
甲
賀
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映

像
配
信
」
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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報
告
案
件

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
、
水
道
会
計
、

下
水
道
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
繰
越

計
算
書

  

人
事
案
件

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

藤
川　

清
文
氏（
甲
南
町
野
尻
）

◆
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命

　

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
に
な
っ
て

以
来
初
め
て
の
改
選
で
、
農
業
委
員
会

の
委
員
の
任
命
同
意
が
求
め
ら
れ
、
19

人
全
員
の
任
命
を
同
意
。

今
井　

百
合
氏（
信
楽
町
長
野
）

奥
村
喜
美
子
氏（
土
山
町
頓
宮
）

６月定例会議案審議

　

令
和
２
年
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
24
日
ま
で
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告
案
件
３
件
、
人
事
案
件
20
件
、

専
決
案
件
１
件
、
条
例
案
件
６
件
、
補
正
予
算
案
件
３
件
、
そ
の
他
案
件
５
件
の
合
計
38
件
、
及
び
意
見
書
案
５
件
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
主
旨
、
本
会
議
・
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
中
心
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
中
心
に

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

1818

億
３
５
８
８
万
１
千
円
審
議
可
決

億
３
５
８
８
万
１
千
円
審
議
可
決

小
倉　
　

剛
氏（
土
山
町
鮎
河
）

川
村　

克
己
氏（
甲
賀
町
大
原
上
田
）

北
田　

耕
平
氏（
信
楽
町
上
朝
宮
）

田
井
中　

勲
氏（
信
楽
町
黄
瀬
）

瀧
井　

和
雄
氏（
水
口
町
中
邸
）

田
畑
啓
之
助
氏（
土
山
町
青
土
）

田
村　

正
弘
氏（
甲
賀
町
岩
室
）

寺
田　

勝
典
氏（
信
楽
町
神
山
）

中
島　

準
一
氏（
甲
南
町
深
川
）

西
田
く
み
子
氏（
甲
賀
町
大
久
保
）

林　
　

廣
美
氏（
土
山
町
黒
川
）

林
田　

清
光
氏（
水
口
町
下
山
）

伴　
　

慎
也
氏（
水
口
町
酒
人
）

福
井　

幸
生
氏（
甲
南
町
新
治
）

松
下　

富
男
氏（
信
楽
町
牧
）

保
井　
　

章
氏（
水
口
町
嶬
峨
）

緩
利　

哲
治
氏（
甲
賀
町
滝
）



主
な
質
疑

Q
地
域
農
業
を
重
視
す
る
中
、
地
域
別

農
業
人
口
と
委
員
の
数
に
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

A
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
に
際
し

て
は
、
認
定
農
業
者
の
割
合
、
農
家

戸
数
、
農
地
面
積
、
ま
た
農
地
法
取

扱
い
件
数
等
実
情
も
照
ら
し
合
わ

せ
選
任
し
た
。

 

専
決
案
件

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
・
教
育
委

員
会
教
育
長
の
給
与
等
各
関
係
条
例

の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

や
経
済
支
援
対
策
に
充
て
る
た
め
、
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
６
月
の
期
末

手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
も

の
。



主
な
質
疑

Q
こ
の
感
染
症
対
応
で
特
別
職
の
期

末
手
当
不
支
給
の
対
応
を
、
な
ぜ
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
期

末
手
当
全
額
と
し
た
根
拠
は
何
か
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
市
民
の
皆
様
が
大

変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
一
刻

も
早
く
生
活
と
経
済
の
両
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
、
こ
の

状
況
を
共
有
し
少
し
で
も
寄
り
添

い
、
き
め
細
や
か
な
対
応
の
財
源
に

な
れ
ば
と
提
案
し
た
。

　
　

全
額
返
上
は
、
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
状
況
を
鑑
み
決
め

た
。



条
例
・
そ
の
他
案
件

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
技

術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
改
正

（
引
用
法
律
名
と
条
項
番
号
の
改
正
）を

行
う
も
の
。
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入
れ
て
い
る

の
か
。

A
建
築
施
工
に

関

し

て

は
、

十
分
に
配
慮

し
て
進
め
る
。

建
築
物
の
設

計
に
は
、
今

回
の
コ
ロ
ナ

関
係「
新
し
い

生
活
様
式
」
対

策
・
対
応
は

組
み
入
れ
て

い
な
い
。

◆
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
（
議
員
提
案
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
市

民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
今
後
の
感
染
拡
大
も
予
断
を
許
さ

な
い
。
そ
の
財
源
に
充
当
す
る
た
め
議

員
報
酬
の
一
部
を
減
額
す
る
も
の
。

　

減
額
内
容
は
、
議
長
１
万
円
、
副
議

長
７
千
円
、
議
員
５
千
円
を
令
和
２
年

７
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
９
か

月
間
減
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

６月定例会議案審議

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
病
院
に
お
け
る
感
染
症
患

者
の
受
け
入
れ
や
、
濃
厚
接
触
者
へ
の

生
活
支
援
等
、
厳
し
い
勤
務
環
境
と
な

る
業
務
に
つ
い
て
、
国
の
基
準
に
準
じ
、

防
疫
作
業
従
事
手
当
の
特
例
と
し
て
、

作
業
に
従
事
し
た
日
額
３
０
０
０
円
、

感
染
症
患
者
若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ

る
者
に
接
触
ま
た
は
長
時
間
に
わ
た
り

接
し
て
行
う
作
業
等
に
従
事
し
た
日
額

４
０
０
０
円
を
支
給
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。



主
な
質
疑

Q
今
回
の
防
疫
従
事
手
当
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係

る
も
の
と
解
釈
し
、
今
後
新
た
な

感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

は
ど
う
な
る
の
か
。

A
今
回
の
対
応
は
特
例
と
し
て
行
う

も
の
。
今
後
、
新
た
な
感
染
症
等
が

出
れ
ば
、
国
の
規
定
に
準
じ
て
改
正

し
対
応
す
る
。

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
、
令
和
２
年
４
月
１
日
及
び
４
月

30
日
に
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。
市
民
税
に
お
け
る
非
課
税
範
囲
の

拡
大
、
た
ば
こ
税
の
本
数
換
算
方
法
変

更
、
及
び
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
の
税

法
上
の
措
置
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。



主
な
質
疑

Q
非
課
税
範
囲
の
拡
大
等
改
正
に
よ

る
、
甲
賀
市
の
税
収
入
の
影
響
額
は

ど
う
か
。

A
多
く
の
税
目
に
お
い
て
税
収
に
影

響
は
な
い
が
、「
ひ
と
り
親
控
除
、

償
却
資
産
構
築
物
・
事
業
用
家
屋
、

環
境
性
能
割
の
軽
減
」
に
若
干
の
税

収
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部
改

正

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
水
口
ス
ポ
ー

ツ
の
森
隣
）
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
可
能
と
す
る
も
の
。



主
な
質
疑

Q
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
理

由
及
び
使
用
料
体
系
の
変
更
（
使
用

料
か
ら
利
用
料
に
変
わ
る
）
で
生
じ

る
事
項
は
。

A
平
成
２
年
に
開
設
し
た
こ
の
施
設

は
、
勤
労
青
少
年
の
余
暇
活
動
の
趣

向
の
変
化
や
多
様
化
等
に
よ
り
利

用
形
態
、
利
用
者
数
に
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
る
こ
の
状
況
を
鑑
み
、
民

間
の
創
意
工
夫
で
施
設
の
価
値
を

高
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
。
ま
た
指
定
管
理
者
の
利
用
料
金

制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設

運
営
の
意
欲
、
目
標
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

◆
財
産
の
取
得

　

老
朽
化
し
た
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
を
更
新
す
る
た
め
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
、
２
３
５
４
万
円
で
取
得

す
る
も
の
。



主
な
質
疑

Q
市
内
で
の
消
防
団
管
理
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
台
数
は
。

A
現
有
27
台
。

◆
市
道
路
線
の
認
定

　

貴
生
川
西
内
貴
土
地
区
画
整
理
事
業

で
設
置
さ
れ
た
14
路
線
を
市
道
認
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
道
路
法
に
基
づ
き

議
決
を
行
う
も
の
。

◆
契
約
の
締
結

　

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
等
の
改

修
工
事
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、

３
億
85
万
円
で
請
負
契
約
を
結
ぶ
も

の
。



主
な
質
疑

Q
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
教
訓
に
生
ま
れ
た
「
新
し
い

生
活
様
式
」
よ
る
対
策
・
対
応
は
、

当
改
修
工
事
の
設
計
・
施
工
に
取
り

新築される土山開発センターの立面図
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 5 月臨時会・6 月定例会議案審議・意見書

6 月定例会議案の審議結果

5 月臨時会議案の審議結果

意見書　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 志誠会
日本共産党
甲賀市議員団

公明党
甲賀市議団

鵜
飼　
　

勲

竹
若　

茂
國

糸
目　

仁
樹

結　

果反
対

賛
成

橋
本　

律
子

辻　
　

重
治

土
山　

定
信

田
中　

新
人

谷
永　

兼
二

橋
本　

恒
典

山
中　

善
治

林
田　

久
充

田
中　

喜
克

森
田　

久
生

小
河　

文
人

戎
脇　
　

浩

山
中　

修
平

里
見　
　

淳

山
岡　

光
広

小
西
喜
代
次

岡
田　

重
美

白
坂
萬
里
子

田
中　

將
之

堀　
　

郁
子

農・食のあり方を変質させ
る種苗法改定案の廃案を求
める意見書

小西 辻
岡
田

● ● ● ●

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
な
い

● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● 否

新型コロナウイルス感染症
に対する財政支援強化を求
める意見書

山岡
土
山

小
西

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● 否

国による妊産婦医療費助成
制度創設を求める意見書

山岡 ー
岡
田

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

いまこそ消費税５％への引
き下げを求める意見書

岡田 堀
小
西

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● 否

巨額の国民スポーツ大会施
設整備費を見直し、新型コ
ロナウイルス感染症対策予
算を抜本的に増やすことを
求める意見書

岡田
里
見

山
岡

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 否

○：賛成　●：反対

全員賛成で可決した議案

令和２年度
予算

一般会計補正予算（第２号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

一般会計補正予算（第３号）

人事
人権擁護委員の推薦

農業委員会の委員の任命（全19件）

条例の
一部改正

固定資産評価審査委員会条例

職員の特殊勤務手当に関する条例

税条例

国民健康保険税条例

勤労青少年ホーム条例

全員賛成で可決した議案

令和２年度
予算

一般会計補正予算（第１号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

病院事業会計補正予算（第１号）

条例の
一部改正

国民健康保険条例

後期高齢者医療に関する条例

賛成多数で可決した議案

条例の一部
改正

議員報酬等に関する条例

専決処分の
承認

特別職の職員の給与等に関する条例及び教育

委員会教育長の給与等に関する条例の一部改

正

その他

財産の取得（消防団消防ポンプ自動車購入）

市道路線の認定（貴生川西内貴土地区画整理事

業で設置された14路線）

契約の締結3件（土山地域市民センター等改修

工事、市道新町・貴生川幹線内貴橋道路整備

その４工事・その５工事）

専決処分の
承認

税条例等の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

病院事業設置等に関する条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正
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４
月
22
日
、
５
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

５
月
14
日
の
委
員
会
で
は
甲
賀
市
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

常任委員会 / 所管事務調査・報告事項

総
合
計
画
、
財
政
、
自
治
振
興
、
危
機
管
理
等

に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
最
優
先
す
る
た
め
、
本
年
度
計
画
し
て
い
る

各
種
の
計
画
の
進
捗
を
一
部
見
直
し
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
も
市
が
行
う
べ
き
業
務
を
い

か
に
し
て
継
続
し
て
い
く
の
か
、
そ
の

た
め
の「
甲
賀
市
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）」の
見
直
し
、
充
実
に
つ
い
て
市
の

提
案
を
受
け
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
業
務
継
続
計
画
」は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
措
置
法（
平
成

25
年
）が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

市
民
の
健
康
を
保
持
し
市
民
生
活
の
維

持
に
必
要
不
可
欠
な
業
務
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
的
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
的
規
模
で
蔓
延
す
る
中
、
こ
れ
に

対
応
で
き
る
よ
う
計
画
を
見
直
す
も
の

総
務
常
任
委
員
会

甲
賀
市
業
務
継
続
計
画
（
見
直
し
）

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
市
の
計
画
策
定
も
見
直
し

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
想
定
と
は
違
っ
て
、
罹り

患か
ん

者
だ

け
で
な
く
濃
厚
接
触
者
と
な
る
他
の
職

員
も
二
週
間
程
度
の
経
過
観
察
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
業
務
を
停
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
態
に
も
な
り
ま
す
。
実

際
に
大
津
市
役
所
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
一
時
期
閉
鎖
に
至
り
ま
し
た
。

計
画
は
、
感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
市
民
の
命
と
健
康
、
生

活
の
維
持
、
く
ら
し
を
支
え
る
経
済
対

策
を
す
す
め
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、

職
員
体
制
を
確
立
す
る
も
の
で
す
。

どんな状況のもとでも

市民市民のの命命ととくらし守るくらし守る

第1段階
（予防期）

第 2段階
（拡大期）

第 3段階
（収束期）

8/1 9/30

第 4段階
（経済復興期）（共存期）

備える

当初の想定（県）

ピークアウト

攻める

耐える

防ぐ

※ピークは

複数回の可能性も

　現在、甲賀市では、「業務継続計画」を準用して、市民生活
への影響を最小限に抑えながらも最優先とする業務に人員を配
置する体制となっています。上図は「くらし・経済対策」最優
先シフト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

分野別計画一覧

名　　　　　称 策定時期（予定）

（仮称）消防施設長寿命化計画 令和3年3月

第2次甲賀市総合計画第2期基本計画 令和3年3月（延期）

甲賀市教育大網 令和3年3月（延期）

辺地に係る総合整備計画 令和2年9月（延期）

（仮称）甲賀市ICT推進ビジョン 令和3年3月（延期）

甲賀市公共施設等総合管理計画に基
づく行動計画

令和3年3月

公共料金等見直しに関する指針 令和2年6月（延期）

第4次行政改革大綱 令和3年3月（延期）

中長期財政計画 令和2年11月（延期）

第2次甲賀市環境基本計画 令和3年3月（延期）

第11次甲賀市交通安全計画 令和3年3月（延期）

第2次甲賀市地域福祉計画 令和3年3月（延期）

第3次健康こうか21計画 令和3年3月（延期）

甲賀市第3次障がい者基本計画、第6
期障がい福祉計画、第2期障がい児
福祉計画

令和3年3月

甲賀市第8期介護保険事業計画・高
齢者福祉計画

令和3年3月

甲賀市幼稚園・保育園施設長寿命化
計画

令和3年3月

甲賀市商工業振興計画 令和3年3月（延期）

第2次甲賀市男女共同参画計画 令和3年3月（延期）

第3次甲賀市就労支援計画 令和3年3月（延期）

第2次甲賀市観光振興計画第2期基本
計画

令和3年3月（延期）

甲賀市空家等対策計画 令和3年3月

甲賀市学校施設長寿命化計画 令和2年12月

貴生川駅周辺特区構想 令和2年9月（延期）

条例の制定及び改廃　（政策性、独自性が高い条例のみ）

名　　　　　称 上程時期（予定）

甲賀市消防団条例（改正） 令和2年9月

（仮称）甲賀市公文書等の管理に関す
る条例

令和2年12月

甲賀市介護保険条例（改正） 令和2年9月

（仮称）手話言語及び障がい者のコ
ミュニケーション支援に関する条例

令和3年6月

（仮称）甲賀市児童発達支援センター
条例

令和2年9月

甲賀市営住宅条例（改正） 令和2年9月

所
管
事
務
調
査
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所
管
事
務
調
査

◦
令
和
２
年
度
甲
賀
市
乳
幼
児
保
育
・

教
育
の
指
針

　

保
育
・
教
育
目
標
は
、「
乳
幼
児
期

に
お
け
る『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

挨
拶
・
読
書
・
運
動
』
な
ど
の
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
豊
か
な
心

と
健
や
か
な
体
や
人
と
か
か
わ
る
力
を

培
い
夢
と
生
き
る
力
を
育
て
る
。」と
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
旧
甲
賀
病
院
跡
地

に
整
備
さ
れ
た
あ
い
み
ら
い
保
育
園
と

水
口
体
育
館
を
視
察
し
ま
し
た
。
あ
い

み
ら
い
保
育
園
は
木
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
る
明
る
い
園
舎
で
す
。
あ
い
み
ら
い

市
民
の
生
活
と
福
祉
、
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育
に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
受
け
る

場
合「
納
期
限
前
７
日
ま
で
」で
す
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
収
入
減
に
な
っ

た
方
が
減
免
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、「
災

害
等
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
え
な
い
と

市
長
が
認
め
た
場
合
を
除
く
。」と
追
加

さ
れ
ま
す
。

  

主
な
質
疑

Q
条
例
改
正
の
条
項
に
「
コ
ロ
ナ
」
の

文
言
が
な
い
が
、
「
災
害
等
」
と
い
う
文

言
だ
け
で
よ
い
の
か
。

A
税
の
減
免
を
遡
及
し
て
行
う
こ
と

は
従
来
な
く
、
特
例
中
の
特
例
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
規
定
を
生
か
せ
る
よ
う
、

「
災
害
等
」と
大
き
く
捉
え
る
趣
旨
で
こ

の
よ
う
な
表
現
と
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
自
営
業
者
に
対
し（
傷
病
手

当
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
）、
一
律

10
万
円
の
傷
病
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

  

主
な
質
疑

Q
５
月
臨
時
会
で
自
営
業
者
も
対
象

に
と
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
。
８
人
分

の
予
算
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
８
人
以

上
に
な
っ
た
時
の
対
応
は
。

A
８
人
を
超
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

国
保
の
基
金
の
中
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。



採
決　

以
上
２
件
、
全
員
賛
成
に
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

４
月
14
日
と
５
月
20
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
18
日
開
催
の

委
員
会
で
は
６
月
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
と

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

常任委員会 / 所管事務調査・報告事項

付
託
議
案

現
地
視
察

水口体育館

旧甲賀病院跡地に建設された
あいみらい保育園（右）と水口体育館（左）

あいみらい保育園

◦
幼
稚
園
・
保
育
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
方
針

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
生
活
相
談
・
貸
付
相
談
受
付
実
績

◦
伴
谷
小
学
校
校
舎
の
施
工
不
良

◦
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
追
加
認
定

保
育
園
の
視
察
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
玄
関
入
口
で

の
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
口
体
育
館
は
空
調
施
設
が
整
備
さ

れ
る
と
と
も
に
、
２
階
に
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
り
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
利

用
し
や
す
い
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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市
道
路
線
の
認
定

　

貴
生
川
三
丁
目
・
貴
生
川
四
丁
目
地

先
の
市
道
認
定
で
す
。



採
決　

全
議
案
と
も
、
全
員
賛
成
に

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　　

甲
賀
流
リ
ア
ル
忍
者
館

　
　
　
　
　

（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

　

観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
「
甲
賀
流
リ
ア
ル
忍
者
館
」の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
準
備
中
で
す
。

　

　

４
月
21
日
、
５
月
21
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
19
日
開
催
の

委
員
会
で
は
６
月
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
の
一
部
改
正
案
件
１
件
、
市
道
路

線
認
定
案
件
１
件
、
契
約
の
締
結
案
件
２
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

民
間
の
創
意
工
夫
に
よ
り
利
用
形
態

の
多
様
化
に
よ
る
施
設
の
価
値
を
高
め

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

契
約
の
締
結

　

市
道
新
町
・
貴
生
川
幹
線
内
貴
橋
道

路
整
備
工
事
２
件
で
い
ず
れ
も
一
般
競

争
入
札
で
株
式
会
社
ピ
ー
エ
ス
三
菱
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
内
貴
橋
架
け
替
え
工
事

で
今
回
は
橋
梁
上
部
工
で
そ
の
４
工

事
、
そ
の
５
工
事
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
産
業
、
建
設
、
観
光
振
興
、
上
下
水
道
、

生
活
環
境
に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

所
管
事
務
調
査

　

忍
者
本
来
の
姿（
リ
ア
ル
忍
者
）の
歴

史
・
文
化
・
生
活
、
ま
た
忍
者
を
育
ん

だ
地
域
の
歴
史
等
を
広
く
伝
え
、
来
訪

者
が
リ
ア
ル
忍
者
に
関
心
を
抱
き
、
本

市
の
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
や
観
光
施

設
へ
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
観
光
拠
点

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
臨
時
経
済
対
策
事
業

　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す
る
解
雇

等
に
よ
り
、
民
間
賃
貸
住
宅
、
社
宅
、

寮
等
の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
を

対
象
に
市
営
住
宅
の
一
時
的
な
受
け
入

れ
を
行
い
ま
す
。
受
け
入
れ
可
能
空
室

は
市
内
で
７
戸
で
す
。　

常任委員会 / 所管事務調査・報告事項

付
託
議
案

勤労青少年ホーム

甲賀流リアル忍者館（忍の里プララ）

市営住宅の北脇団地

内貴橋道路整備工事
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全体詳細

支出合計

5,430,356

支出合計

2,244,066

支出合計

1,251,547

支出合計

718,641

支出合計

319,530

凛風会（９名） 志誠会（６名）

公明党甲賀市議団（３名）

会派に属さない議員　鵜飼　勲 会派に属さない議員　竹若　茂國

　
議
員
に
は
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
政
務
活
動

費
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
賀
市
の
政
務
活
動
費
は
、
議
員
１
人
１
ヶ

月
２
万
円
で
、
所
属
会
派
（
無
所
属
議
員
に
あ
っ

て
は
個
人
）
に
交
付
し
、
年
度
末
に
そ
の
使
途
を

明
確
に
し
て
精
算
し
、
残
金
は
返
還
し
ま
し
た
。 

　
領
収
証
の
写
し
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

■ 研究研修費

136,280円

■ 調　査　旅　費

1,811,389円

■ 資料作成費

275,494円

■ 資料購入費

87,070円

■ 広　報　費

3,117,123円

■ 広　聴　費

3,000円

返還額

267,924円

交付額 5,520,000円

利息 11円

■ 調　査　旅　費

1,061,974円

■ 資料作成費

104,743円

■ 広　報　費

1,077,349円

返還額 6円

会派負担額 84,066円

返還額

188,457円

返還額 0円

個人負担額 79,530円

■ 調　査　旅　費

502,536円

■ 資料作成費

71,033円

■ 資料購入費

27,830円

■ 広　報　費

650,148円

■ 研究研修費

136,280円

■ 調　査　旅　費

123,414円

■ 資料作成費

10,305円

■ 資料購入費

12,200円

■ 広　報　費

436,442円

■ 資料作成費

45,491円

■ 資料購入費

41,040円

■ 広　報　費

232,999円

■ 調　査　旅　費

123,465円

■ 資料作成費

11,014円

■ 資料購入費

1,500円

■ 広　報　費

25,920円

交付額 240,000円

交付額 720,000円

利息 1円

交付額 2,160,000円

利息 6円

交付額 240,000円

交付額 1,440,000円

利息 4円

返還額

1,360円

支出合計

734,673

日本共産党甲賀市議員団（３名）

■ 資料作成費

32,908円

■ 資料購入費

4,500円

■ 広　報　費

694,265円

■ 広　聴　費

3,000円

交付額 720,000円

返還額 0円

会派負担額 14,673円

支出合計

161,899

返還額

78,101円

令和元年度 政務活動費報告 平成 31 年４月１日～
　　令和 2 年３月 31 日
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特別委員会報告・組合議会報告

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

広
報
・
広
聴
の
あ
り
方

　

市
議
会
だ
よ
り
で
市
民
へ
の
報
告
は

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
議
会
が
市

民
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
、
ま
だ

ま
だ
充
分
で
な
く
、
い
か
に
住
民
参
画

を
考
え
る
か
、
課
題
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
広
聴
機

能
を
高
め
、
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
も

検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来
年
の
議

員
改
選
後
に
は
、
広
報
特
別
委
員
会
を

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員
会
代
表
質
問

　

常
任
委
員
会
の
質
疑
で
解
決
で
き
な

い
案
件
を
、
委
員
会
か
ら
執
行
部
に
本

会
議
で
質
問
し
、
議
論
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
視
察
等
の

結
果
を
踏
ま
え
た
施
策
の
提
案
を
執
行

部
に
促
す
事
や
、
所
管
事
務
調
査
の
中

で
委
員
会
審
議
に
お
い
て
明
確
に
で
き

な
か
っ
た
事
を
念
頭
に
置
い
て
い
ま

す
。
実
施
時
期
・
手
法
に
つ
い
て
議
論

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
前
回
公
表
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
、
広
報
広
聴
の
検
討
・

委
員
会
の
代
表
質
問
・
議
決
事
件
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
財

産
の
取
得
の
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
決
事
件
の
検
討

　

市
の
根
幹
と
も
な
る
政
策
に
つ
い

て
、
市
民
の
代
表
で
も
あ
る
議
会
が
ど

の
よ
う
な
形
で
関
与
し
て
い
く
か
を
検

討
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
詳

細
な
政
策
決
定
ま
で
を
議
決
事
件
と
す

る
か
、
追
加
及
び
変
更
も
含
め
検
討
し

て
い
ま
す
。

９
月
定
例
会
に
向
け
て

　

特
別
委
員
会
は
、
特
定
の
案
件
を
審

議
あ
る
い
は
調
査
す
る
た
め
に
議
会
の

議
決
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会

で
す
。
本
委
員
会
は
今
年
３
年
目
を
迎

え
、
あ
る
一
定
の
結
論
を
出
す
こ
と
を

念
頭
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
過
去
に
審

議
さ
れ
進
ま
な
か
っ
た『
議
員
間
討
議
』

『
議
会
業
務
計
画（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）』は
本

年
決
定
し
施
行
し
て
い
ま
す
。
後
の
残

さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
方
向
性
を
示

し
、
９
月
定
例
会
に
て
最
終
的
な
報
告

書
を
提
出
し
委
員
会
を
終
了
す
る
予
定

で
す
。

委
員
の
交
代

　

委
員
構
成
が
糸
目
仁
樹
議
員
か
ら
里

見
淳
議
員
に
交
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
産
の
取
得

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
べ
く
、

消
防
車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
、「
救

助
工
作
車
Ⅱ
型
」を
導
入
す
る
も
の
で
、

湖
南
市
中
央
消
防
署
配
備
の
資
機
材
搬

送
車
を
救
助
工
作
車
に
更
新
す
る
。

更
新
理
由

　

時
代
と
共
に
変
化
す
る
災
害
に
対
応

し
救
助
工
作
が
で
き
る
。

Q
こ
の
工
作
車
は
現
在
、
消
防
本
部
（
水

口
）
に
配
備
さ
れ
て
い
る
が
、
１
台
で

は
管
内
全
体
を
補
完
で
き
な
い
の
か
。

A
管
内
で
は
、
１
台
配
備
さ
れ
て
い
る

が
、
近
年
各
地
で
、
地
震
や
台
風
、
集

中
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
東
日

本
大
震
災
、
能
登
、
豊
岡
な
ど
何
度
も

緊
急
出
動
し
た
。

　

国
の
緊
急
登
録
車
両
で
あ
る
た
め
、

要
請
が
あ
れ
ば
全
国
に
て
活
動
す
る
。

そ
の
場
合
は
、
こ
の
間
の
補
完
が
必
要

で
あ
る
。


採
決　

全
員
賛
成
に
て
可
決

救
助
工
作
車
Ⅱ
型
の
概
要

　

主
要
な
装
備
は
、
ク
レ
ー
ン
、
ウ
イ

ン
チ
及
び
大
型
照
明
装
置
を
備
え
、
火

災
、
交
通
、
山
岳
、
水
難
事
故
、
特
殊

災
害
の
災
害
現
場
に
お
い
て
、
迅
速
、

確
実
な
人
命
救
助
及
び
救
援
活
動
を
行

う
た
め
に
多
種
多
様
な
救
助
資
機
材
を

積
載
し
て
い
る
。

　

購
入
価
格　

１
億
２
９
８
０
万
円

（
税
込
み
）

　

購
入
先　

キ
ン
パ
イ
商
事（
㈱
）

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

湖南市中央消防署に配備される救助工作車Ⅱ型（同型）
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録画が見られます。

教育委員会事務局理事 教育理事

総務部理事 総務理事 産業経済部理事 産経理事 危機・安全管理統括監 危機統括監

総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長 健康福祉部長 健福部長

産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長 総合政策部理事 総政理事

順番 氏　　名 質問事項

11 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

１　新型コロナウイルス感染症対策、市

民の生活を支える施策について

２　新型コロナウイルス感染症対策、介

護・障害者事業所、妊産婦における

支援について

３　危険な除草剤使用は見直しを

４　非核平和のまちづくりについて

12 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

１　コロナ禍のもとでの市内事業者への

継続的な財政支援について

２　新型コロナ感染拡大による教育分野

での取り組みについて

３　市営住宅の入居条件に税の滞納者を

含めることについて

４　信楽町黄瀬地先の隼人川みずべ公園

のトイレ設置について

13 鵜
う

飼
かい

　　勲
いさお

１　新型コロナウイルス感染症対策

の一環として実施された市立小

中 学 校 へ の フ ェ イ ス シ ー ル ド 

配布について

14 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

１　新型コロナウイルス対応から見えた

情報手段等の備えと今後について

２　不登校・引きこもりなど若者自立支

援にかかる支援機構の改善を！

15 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる １　ウィズコロナ、ポストコロナにおけ

るまちづくりを問う

16 林
はやしだ

田　久
ひさ

充
みつ

１　新型コロナウィルス感染症対策と行

政姿勢について

２　アフターコロナにおける第二次甲賀

市総合計画第二次基本計画等の考え

方について

３　伴谷幼稚園・伴谷保育園統合認定こ

ども園整備事業の経過について

17 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

１　アフター・コロナの観光について

18 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

１　通学路の安全対策について

２　市の電気使用料の削減について

３　協働のまちづくりの推進について

19 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに

１　学校給食の牛乳及びパンの残食処理

について

２　学校給食における食物アレルギーを

持つ児童・生徒への取り扱いについ

て

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

順番 氏　　名 質問事項

１ 森
もり

田
た

　久
ひさ

生
お １　当市学校教育の諸課題について、新

教育長に伺う

2 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

１　コロナウイルス感染症対策について

２　気候変動について

３　共生社会の実現に向けて

３ 白
しら

坂
さか

萬
ま

里
り

子
こ

１　新型コロナ感染症対策について

２　地方創生臨時交付金について

３　新型コロナがもたらした影響から今

後の改革は

４　書籍消毒機について

５　子宮頸がんワクチンについて

４ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

１　市独自の高齢者マスク配布に感謝の

声。市民の命と暮らしを守る施策展

開をもっと、もっと。

２　流域住民とともに歩んできた杣

川、野洲川。「ビワイチ」に似る

「杣イチ」「野洲イチ」周遊自転車 

道の整備を。

３　 県 道 増 田 水 口 線 改 良 や 国 道

307 号 線 松 尾 地 先、 及 び 草 津

伊賀線三本柳地先の歩道の整備 

について

４　発表された貴生川駅周辺特区構想、

時期失せず整備推進を。について

５ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし １　新型コロナウィルス対策全般につい

て

６ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

１　在中国日本企業の甲賀市への移転支

援を

２　市内製造業強化の新製品開発事業発

足を

７ 辻
つじ

　　重
しげ

治
じ １　新型コロナウイルス感染症の小中学

校の対策について

８ 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

１　「廃プラスチック類分別収集」は今

こそ見直すべきでは

２　地震対策の確認

9 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

１　農家に対する国のコロナ支援策につ

いて

２　幼児教育・保育について

10 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

１　新型コロナウイルス感染症対策の基

本姿勢について

２　新型コロナ感染防止へ、PCR 検査

と医療態勢の抜本的強化を

３　図書館整備５カ年計画の現状につい

て

４　主要地方道草津・伊賀線の歩道整備

について

市市のの考考えをえを問問うう15人の15人の
議員が議員が

令和２年　第3回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

市市のの考考えをえを問問うう 目次19人の19人の
議員が議員が

令和２年

6月12日・15日・16日・17日

■答弁者の凡例

　



市議会だより　No.63  17  QRコード で質問の
録画が見られます。

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。公職選挙法メモ

森
田　

久
生

夏
季
休
暇
を
利
用
し
学
び
の
挽
回
を

今
年
の
小
中
学
校
夏
季
休
暇
の
授
業
は

　

今
回
は
、
今
年
４
月
か
ら
新
た
に
就
任
さ
れ
た
西
村

新
教
育
長
に
、「
甲
賀
市
の
教
育
全
般
に
つ
い
て
」、
併

せ
て
、
市
長
に
は
、「
公
約
に
掲
げ
た
教
育
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
」等
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

Q
西
村
教
育
長
は
、
甲
賀
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
将

来
ど
の
よ
う
な
「
人
」
に
育
っ
て
欲
し
い
と
お
考
え
か
、

ま
た
、
甲
賀
市
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
。



教
育
長　

「
自
分
を
慈
し
み
、
夢
と
目
標
の
実
現
に
向

け
て
邁
進
し
」「
他
人
の
思
い
に
心
を
馳
せ
、
他
人
を
尊

重
す
る
」こ
ん
な
こ
と
を
身
に
付
け
て
欲
し
い
。「
居
心

地
の
良
い
場
所
に
安
住
せ
ず
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
欲
し
い
」と
贈
り
た
い
。

Q
教
育
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
ま
ち
づ
く
り
公
約
の

進
捗
状
況
は
。



市
長　

金
の
卵
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
エ
ア
コ
ン

設
置
や
ト
イ
レ
の
改

修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
導

入
、
西
部
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
等
、
私
の

掲
げ
た
目
標
に
対
す
る

成
果
は
着
実
に
上
が
っ

て
い
る
と
認
識
。

A Q

堀　
　

郁
子

体
制
・
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
を
検
討

緊
急
時
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
体
制
は

Q
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
、
経

済
活
性
化
の
た
め
、
観
光
客
へ
登
録
や
ネ
ッ
ト
申
請
を

受
け
て
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
の
ス
タ
ジ
オ
セ
ッ
ト
の
オ
ー
プ
ン
や
甲
賀
流
リ

ア
ル
忍
者
館
の
宣
伝
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。



産
経
部
長　

還
元
プ
レ
ミ
ア
ム
が
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
を
進
め
て
お
り
、
ク
ー
ポ
ン
券
も
視

野
に
入
れ
検
討
す
る
。
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
の
ス
タ
ジ
オ

セ
ッ
ト
展
は
６
月
下
旬
、
甲
賀
流
リ
ア
ル
忍
者
館
は
秋

頃
開
催
予
定
。
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
お
願
い
し
情
報
発
信

に
努
め
る
。

Q
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
の
被
害
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
む
「
世

界
気
候
エ
ネ
ル
ギ
ー
首
長
誓
約
」
へ
参
加
を
し
て
は
ど

う
か
。



市
長　

情
報
収
集
し
検
討
す
る
。

Q
緊
急
時
障
が
い
児
の
受
け

入
れ
体
制
は
。
県
は
障
害
者
差

別
の
な
い
共
生
社
会
づ
く
り
条

例
が
あ
る
が
、
甲
賀
市
は
な
い
。

取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。



健
福
部
長　

体
制
構
築
を
検

討
。
市
条
例
は
必
要
性
を
検
討

す
る
。

A Q

白
坂
萬
里
子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
活
用
を
進
め
る

コ
ロ
ナ
対
策
か
ら
今
後
の
改
革
対
策
は

Q
コ
ロ
ナ
対
策
相
談
窓
口
に
つ
い
て
の
対
策
は
。



総
政
部
長　

国
や
県
の
各
種
支
援
情
報
の
収
集
に
努

め
親
切
・
丁
寧
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
る
。

Q
国
や
県
の
支
援
に
該
当
し
な
い
業
者
に
支
援
を
、

ま
た
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
甲
賀
市
独
自
の
支
援
を
。



総
政
部
長　

小
規
模
事
業
者
に
地
域
経
済
活
性
化
支

援
と
し
て
一
律
10
万
円
を
給
付
し
、
各
世
帯
に
は
地
域

経
済
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
５
千
円
分
を
配
布
す
る
。

Q
新
し
い
生
活
様
式
の
周
知
や
、
今
後
の
働
き
方
改

革
は
。
ま
た
、
学
び
の
環
境
に
つ
い
て
も
伺
う
。



市
長　

国
が
示
す
生
活
様
式
の
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配

布
。
ま
た
、
働
く
場
所
・
時
間
・
柔
軟
な
働
き
方
の
整

備
に
も
取
り
組
み
、
学
び
の
環
境
で
は
生
徒
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整
備
し
、
各
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
が
可
能
と
な
る
環
境
を
早
急
に
整
備
し
て
い
く
。

Q
図
書
館
に
書
籍
消
毒
機
を
設
置
し
て
は
。



教
育
理
事　

有
効
な
コ
ロ
ナ

対
策
の
一
つ
と
し
て
性
能
等
を

見
極
め
な
が
ら
導
入
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

Q
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
に
つ
い
て



健
福
部
長　

正
し
い
知
識
の

も
と
周
知
に
努
め
る
。

A Q

総工費約10億円を投じ完成間近の
甲賀中学校大規模改修工事

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

１度に６冊の本を消毒できる書籍消毒機



2020.8 18 QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

田
中　

喜
克

有
用
な
施
策
、
実
現
性
を
検
討
す
る

杣
川
・
野
洲
川
に
自
転
車
専
用
道
を

Q
感
染
症
対
策
や
災
害
等
非
常
時
に
は
市
長
自
ら
先
頭

に
立
ち
、
指
揮
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
最
も

市
民
に
安
心
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
。
ま
た
即
時
に
情

報
伝
達
で
き
る
媒
体
・
機
関
を
持
ち
、
活
用
す
る
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
。



市
長　

非
常
事
態
に
お
い
て
指
揮
命
令
が
明
確
、
ま
た

正
確
な
情
報
を
市
民
に
早
く
伝
え
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
は
、
こ
の
認
識
の
も
と
、
自
ら
先
頭
に
立
ち
対

応
し
た
。
今
後
も
市
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
責
任
を
も
っ

て
難
局
に
立
ち
向
か
う
。



総
政
理
事　

非
常
時

に
お
け
る
市
民
へ
の
即

時
情
報
伝
達
は
、
大

変
重
要
と
考
え
る
。

新
た
な
技
術
も
取
り

入
れ
た
方
法
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
「
あ

い
コ
ム
こ
う
か
」
と
も

連
携
に
努
め
る
。

Q
杣
イ
チ
の
整
備
を



建
設
部
長　

市
民
の

健
康
増
進
と
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
に
有
用
。

A Q

戎
脇　
　

浩

長
期
的
視
野
で
市
民
の
安
心
を
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
全
般
の
現
状
と
課
題

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
日
常
の
医
療
確
保
も
大
切
な
課

題
で
あ
る
。
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。



健
福
部
長　

医
療
物
資
の
不
足
と
患
者
数
の
減
少
が

課
題
で
あ
る
。
予
防
対
策
費
の
助
成
を
図
り
つ
つ
、
医

療
体
制
の
安
定
に
よ
り
、
市
民
の
安
心
に
繋
げ
た
い
。

Q
学
校
で
の
マ
ス
ク
着
用
に
関
し
て
、
熱
中
症
対
策

が
課
題
で
あ
る
。
電
気
代
を
考
え
ず
エ
ア
コ
ン
と
換
気

を
同
時
に
行
う
こ
と
、
ま
た
通
学
に
関
し
て
は
バ
ス
の

導
入
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。



教
育
部
長　

学
校
現

場
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
基
準
に
捉
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
優
先

す
る
。
バ
ス
の
導
入
も

研
究
を
進
め
る
。

Q
災
害
時
に
避
難
所
の
密
を
避
け
る
た
め
、
県
の
施

設
も
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。



危
機
統
括
監　

よ
り
多
く
の
施
設
を
確
保
す
る
。

Q
対
策
予
算
の
確
保
の
た
め
、
事
業
見
直
し
を
進
め
、

自
主
財
源
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。



副
市
長　

税
収
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
優
先
度
を
考

慮
し
事
業
の
峻
別
を
図
っ
て
い
る
。
９
月
議
会
に
は
補

正
予
算
を
提
案
し
た
い
。

A Q

糸
目　

仁
樹

新
規
立
地
企
業
等
に
税
制
優
遇
す
る

中
国
か
ら
国
内
回
帰
企
業
を
甲
賀
市
へ

Q
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
見
直
し
や
、
製
造
業
の
強
靭

化
を
目
的
に
、
今
後
中
国
か
ら
国
内
回
帰
企
業
が
増
え

る
。
国
も
第
一
次
補
正
予
算
で
そ
の
支
援
を
出
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
企
業
を
一
社
で
も
多
く
甲
賀
市
へ
誘
致

し
、
雇
用
や
仕
事
を
産
み
出
し
コ
ロ
ナ
で
打
撃
を
受
け

た
経
済
の
立
て
直
し
に
生
か
せ
な
い
か
。



市
長　

市
内
に
新
規
立
地
・
設
備
投
資
を
す
る
企
業

に
税
制
優
遇
を
す
る
。
詳
細
は
こ
れ
か
ら
詰
め
る
。

Q
観
光
客
相
手
の
店
舗
休
業
に
伴
い
、
そ
こ
に
専
ら

製
品
を
卸
し
て
い
た
製
造
業
者
も
売
り
上
げ
が
激
減
。

こ
う
し
た
事
業
者
の

経
済
支
援
、
観
光
以

外
の
新
商
品
を
加
え

た
多
角
化
に
よ
る
企

業
体
質
強
化
、
甲
賀

の
新
し
い
地
場
産
業

創
設
を
兼
ね
、
強
力

な
新
製
品
開
発
事
業

を
起
こ
し
、
雇
用
を

創
出
し
経
済
回
復
に

つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。



市
長　

市
の
事
業
は

民
間
企
業
に
中
立
性

が
求
め
ら
れ
難
し
い
。

A Q

再開した小学校に元気に通う
子どもたち

ビワイチ自転車専用道を野洲川・杣川源流まで整備を

提案した開発事業案のイメージ



市議会だより　No.63  19  QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

辻　
　

重
治

心
理
面
、
学
習
面
で
フ
ォ
ロ
ー
対
応

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
小
中
学
生
対
策
は

Q
学
校
の
三
ヶ
月
間
休
業
中
、
児
童
生
徒
の
様
子
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。



市
長　

友
だ
ち
の
大
切
さ
や
学
校
の
良
さ
を
改
め
て

感
じ
、
家
族
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
過
ご
し
絆
を
深
め

た
人
も
い
た
。
三
ヶ
月
間
は
、
大
人
と
は
比
べ
ら
れ
な

い
時
間
で
あ
り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
心
配
で
も
あ

る
。

Q
休
業
中
の
学
び
の
遅
れ
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
、
ま
た
教
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。



教
育
長　

学
校
行
事
を
見
直
し
精
選
を
図
る
と
と
も

に
、
家
庭
学
習
に
つ
い
て
よ
り
丁
寧
な
指
導
を
行
う
。

そ
し
て
、
夏
休
み
な
ど
休
業
中
に
登
校
日
を
設
定
し
、

授
業
時
数
の
確
保
を
行
う
。

休
業
中
は
、
訪
問
や
電
話

で
規
則
正
し
い
健
康
的
な

生
活
を
呼
び
か
け
、
学

習
計
画
の
意
欲
と
維
持
な

ど
、
工
夫
し
努
め
た
。

Q
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

の
導
入
と
使
用
法
に
つ
い

て
。



教
育
長　

強
要
、
強
制
で

な
い
が
感
染
防
止
手
段
で

あ
る
。

A Q

土
山　

定
信

継
続
の
可
否
も
含
め
調
査
・
研
究
を

廃
プ
ラ
分
別
回
収
は
止
め
る
べ
き

Q
環
境
意
識
で
も
っ
て
廃
プ
ラ
分
別
回
収
は
根
付
い

て
き
た
。
分
別
さ
れ
て
い
る
廃
プ
ラ
を
見
る
と
色
と
り

ど
り
の
印
刷
が
し
て
い
て
、
現
実
は
集
め
た
廃
プ
ラ
は

さ
ら
に
過
熱
を
し
て
加
工
、
結
局
は
す
べ
て
燃
料
と
聞

い
て
い
る
。
一
方
、
事
業
系
の
廃
プ
ラ
は
品
質
が
比
較

的
安
定
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

廃
プ
ラ
の
輸
入
を
拒
否
さ
れ
、
国
内
で
の
行
き
場
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
我
々
の
家
庭
用
の
廃
プ
ラ
は
、
分

別
し
な
い
で
自
分
た
ち
の
炉
で
処
分
し
て
、
事
業
系
の

廃
プ
ラ
発
生
企
業
に
は
費
用
を
負
担
い
た
だ
き
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
企
業
に
お
願
い
し
て
加
工
す
べ
き
で
あ

る
と
提
案
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
一
億
円
を
使
わ
な

く
て
済
む
と
考
え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
長
期
の
経

済
対
策
費
に
充
て
る
べ
き
で
は
。



市
環
部
長　

分
別
回
収
は
継
続
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
国
の
動

向
や
コ
ス
ト
、

市
民
ニ
ー
ズ
等

も
十
分
考
慮
し

な
が
ら
、
継
続

の
可
否
も
含
め

調
査
、
研
究
し

た
い
と
考
え
て

い
る
。

A Q

田
中　

新
人

様
々
な
リ
ス
ク
に
よ
る
減
収
を
補
償

農
家
に
対
す
る
国
の
コ
ロ
ナ
支
援
策
は

Q
農
業
保
険
に
つ
い
て
農

業
収
入
保
険
の
対
応
は
。



産
経
部
長　

１
年
間
の
収

入
が
過
去
５
年
の
平
均
の

９
割
を
下
回
っ
た
場
合
、

収
入
保
険
の
対
象
で
補
て

ん
金
が
支
払
わ
れ
る
。
リ

ス
ク
に
よ
る
減
収
を
補
償

さ
れ
る
。

Q
金
融
支
援
は
。



産
経
部
長　

農
業
者
に
対
し
て
必
要
な
資
金「
農
林
漁

業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
」等
の
支
援
策
が
あ
る
。

Q
雇
用
支
援
は
。



産
経
部
長　

雇
用
の
維
持
を
図
っ
た
場
合「
雇
用
調
整

助
成
金
」と
し
て
休
業
手
当
や
賃
金
の
一
部
が
助
成
。

Q
「
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金
」
は
。



産
経
部
長　

需
要
の
減
少
で
市
場
価
格
が
低
落
し
た

野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
茶
等
高
収
益
作
物
の
生
産
者
支

援
す
る
。

Q
販
売
促
進
支
援
は
。



産
経
部
長　

売
り
上
げ
減
少
品
目
に
つ
い
て「
国
産
農

林
水
産
物
等
販
売
促
進
緊
急
対
策
」と
し
て
支
援
。

Q
持
続
化
給
付
金
は
。



産
経
部
長　

前
年
同
月
比
較
し
50
％
以
下
で
給
付
可
。

A Q

マスクを着用して登校する中学生

分別された色とりどりの廃プラ

野菜作りの農家風景



2020.8 20 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
方

に
、
積
極
的
に
生
活
保
護
制
度
の
利
用
を
周
知
す
べ
き
。



健
福
部
長　

広
報
な
ど
で
周
知
、
電
話
相
談
や
土
日

の
相
談
対
応
も
し
て
い
る
。
積
極
的
な
広
報
に
努
め
る
。

Q
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
水
道
料
金
負
担
軽
減
を
。



市
長　

実
情
を
把
握
し
様
々
な
施
策
を
進
め
て
い
る
。

水
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽
施
設
の
更
新
等
今
後
の
事
業

継
続
を
第
一
に
考
え
、
料
金
減
免
は
実
施
し
な
い
。

Q
介
護
・
障
害
者
事
業
所
職
員
に
特
別
手
当
創
設
を
。



健
福
部
長　

国
か
ら
職
員
に
５
万
円（
感
染
施
設
20
万

円
）の
慰
労
金
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
障
害
者
作
業
所
も
減
収
に
よ
り
利
用
者
の
工
賃
に

影
響
し
て
い
る
。
減
収
補
て
ん
を
。



健
福
部
長　

調
査
し
支

援
の
あ
り
方
検
討
。

Q
広
島
・
長
崎
原
爆
投

下
か
ら
75
年
。
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」
の
推
進

を
。



総
務
部
長　

署
名
用
紙

を
庁
舎
入
口
に
置
く
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

の
サ
イ
ト
案
内
す
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
、
医
療
体
制
の
拡
充
を
。



市
長　

（
甲
賀
医
療
圏
域
）秋
頃
ま
で
を
目
途
に（
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
開
設
へ
）協
議
が
開
始
さ
れ
た
。



健
福
部
長　

感
染
症
専
用
病
床
は
甲
賀
医
療
圏
域
で

12
床
確
保
。
市
立
医
療
機
関
は
、
そ
の
後
方
支
援
。

Q
「
甲
賀
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
と
国
の
「
学

校
図
書
館
整
備
５
カ
年
計
画
」
の
整
合
性
。
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
な
い
の
で
見
直
し
す
べ
き
。



教
育
部
長　

国
の
計
画
に
基
づ
く
新
聞
の
配
置
、
学

校
司
書
の
配
置
、
全
て
の
学
校
で
図
書
標
準
を
達
成
で

き
て
い
な
い
。
市
の「
計
画
」を
見
直
す
。

Q
地
方
交
付
税
措
置

さ
れ
て
い
る
額
は
。



総
務
部
長　

総
額
３

８
５
３
万
９
千
円
。

Q
蔵
書
数
は
除
籍
が

で
き
て
い
な
い
冊
数

も
含
ま
れ
て
い
る
。

整
理
す
べ
き
。



教
育
部
長　

リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
際
整
備
し
、

活
用
で
き
る
図
書
整

備
を
推
進
す
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

山
岡　

光
広

岡
田　

重
美

小
西
喜
代
次

秋
頃
を
目
途
に
協
議
が
始
ま
っ
た

甲
賀
医
療
福
祉
圏
域
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

A Q

相
談
対
応
、
積
極
的
な
広
報
に
努
め
る

積
極
的
に
生
活
保
護
利
用
の
周
知
を

A Q

今
後
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

市
住
で
税
滞
納
者
を
拒
ま
な
い
措
置
を

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
独
自
の
小
規
模
事
業
者
固
定
費

支
援
事
業
で
、
①
減
収
要
件
の
除
外
、
②
支
援
期
間
の

拡
大
、
③
家
賃
負
担
の
な
い
事
業
者
に
も
リ
ー
ス
な
ど

の
固
定
費
を
対
象
に
す
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
、
④
新

規
開
業
等
の
事
業
者
も
対
象
に
し
て
は
。



産
経
部
長　

①
、
②
は
考
え
て
い
な
い
。
③
は
、
対

象
を
器
具
備
品
等
に
ま
で
拡
充
し
た
ば
か
り
。
現
時
点

で
は
、
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。
④
は
、
最
近
１
ヶ
月

の
売
上
高
等
で
減
収
要
件
を
確
認
す
る
。

Q
学
校
再
開
後
の
教
育
課
程
編
成
の
基
本
的
な
考
え

方
は
。



教
育
長　

教
育
課
程
は
文
科
省
通
知
を
ふ
ま
え
検
討

す
る
。

Q
市
営
住
宅
の
入
居
条
件
に
税
の
滞
納
者
を
拒
ま
な

い
措
置
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。



建
設
部
長　

他
市
の
調
査
、

他
事
業
と
の
関
係
性
や
整
合

性
を
含
め
検
討
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

Q
信
楽
町
の
隼
人
川
み
ず
べ

公
園
に
ト
イ
レ
の
設
置
を
。



建
設
部
長　

紫
香
楽
の
宮

史
跡
公
園
整
備
と
リ
ン
ク
さ

せ
検
討
。

A Q

除籍ができていない本が並ぶ「図書準備室」

広島原爆ドーム

信楽町の隼人川みずべ公園



市議会だより　No.63  21  QRコード で質問の
録画が見られます。

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

一般質問

鵜
飼　
　

勲

橋
本　

律
子

感
染
防
止
対
策
を
図
る
た
め
導
入
し
た

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
配
布
に
つ
い
て

Q
事
業
実
施
前
の
専
門
家
と
の
協
議
や
意
見
聴
取
は
。



教
育
部
長　

専
門
家
と
の
事
前
協
議
等
は
な
い
。

Q
医
療
現
場
で
の
調
査
か
ら
効
果
の
検
証
が
必
要
で
は
。



教
育
部
長　

学
校
に
は
有
効
な
活
用
方
法
を
指
示
し
た
。

Q
配
布
初
日
か
ら
傷
や
変
形
等
で
耐
久
性
を
疑
う
が
。



教
育
部
長　

怪
我
等
の
危
険
も
あ
り
指
導
し
て
い
る
。

Q
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
か
な
い
過
剰
な
取
り
組
み
で
は
。



教
育
部
長　

最
大
限
の
感
染
防
止
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

Q
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ス
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。



教
育
部
長　

専
門
家
に
意
見
を
聞
き
決
定
し
た
も
の
で

は
な
い
が
マ
ス
ク
自
体
の
有
用
性
に
つ
い
て
も
様
々
な
意
見
が

あ
る
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
も
同
様
と
考
え
る
。

Q
甲
賀
湖
南
医
師
会
長
と
の
意
見
交
換
は
。



教
育
長　

医
師
会

長
は
、
過
剰
な
対

応
は
必
要
な
い
と

の
意
見
。

Q
費
用
対
効
果
は
。



市
長　

明
確
に
で
き

な
い
段
階
で
あ
る
。

（
注
）６
月
18
日
に
県

教
委
は
、
「
教
員
の

使
用
を
想
定
」
と
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
。

A Q

市
民
の
利
便
性
向
上
へ
事
業
推
進
す
る

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
情
報
手
段
の
今
後

Q
緊
急
事
態
で
の
情
報
発
信
は
、
よ
り
正
確
・
迅
速

が
重
要
。
誤
報
な
ど
招
か
な
い
よ
う
伝
達
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
徹
底
す
べ
き
。



市
長
公
室
長　

感
染
の
不
安
も
あ
り
、
様
々
な
噂
が

広
が
っ
た
こ
と
も
認
識
。
今
後
は
各
種
媒
体
を
活
用
し
、

よ
り
早
急
な
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

Q
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
実
態
と

今
後
は
。
ま
た
今
回
の
休
校
中
の
家
庭
学
習
の
支
援
は
。



教
育
長　

臨
時
休
校
中
に
お
い
て
は
、
家
庭
訪
問
・

ド
リ
ル
配
布
・
動
画
な
ど
で
対
応
。
小
中
学
生
が
い
る

世
帯
の
内
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
設
置
者
が
２
％
と
判

明
。
学
習
機
会
を
保
証
す
る
た
め
、対
象
者
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
貸
し
出
し
た
。
今
後
、
児
童
・
生
徒
一
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
を
進
め
る
。

Q
市
民
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

用
環
境
整
備
と
利
用
促
進

の
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
。



総
政
理
事　

市
民
目
線
の

施
策
と
し
て
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
の
利
用
方
法
の
説

明
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。

身
近
な
相
談
対
応
に
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
も
検

討
。 A Q

山
中　

善
治

職
住
近
接
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
現

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り

A Q

人にやさしいデジタル化

医療従事者の医療用防護具として　　　　　
使用されるフェイスシールド

Q
大
都
市
集
中
を
避
け
た
暮
ら
し
予
測
に
つ
い
て
。



総
政
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
改
め
て
一
極
集
中
に
よ
る
大
都
市
の
脆
弱
性

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
市
に
は
、「
あ
い
コ
ム
こ
う

か
」
に
よ
る
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

テ

レ
ワ
ー
ク
な
ど
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
意
識
し
た
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

本
市
は「
モ
ノ
づ
く
り
企
業
や
地
場
産
業
へ
の
就
職
」

と「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
豊
か
な
暮
ら
し
」の
両
立
に

よ
り
、「
職
住
近
接
」の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き

る
、

魅
力
的
な
地
域
で
あ
る
。

Q
中
山
間
地
域
活
用
施
策
に
つ
い
て
。



産
経
部
長　

農
業
生

産
コ
ス
ト
の
差
額
を

支
援
す
る「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制

度
」
と
と
も
に
、

遊
休

農
地
の
解
消
策
と
し

て
、
家
庭
菜
園
に
活

用
す
る
た
め
の
整
地
・

整
備
費
用
を
支
援
す

る「
農
園
施
設
整
備
支

援
事
業
」
も
進
め
て
い

る
。

新たに始まる菜園生活

• 簡単に利用できるシステムの整備

• 高齢者等への支援



2020.8 22 QRコード で質問の
録画が見られます。

林
田　

久
充

田
中　

將
之

橋
本　

恒
典

丁
寧
に
情
報
を
伝
え
る
よ
う
努
め
る

統
合
認
定
こ
ど
も
園
の
情
報
共
有
は

A Q

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
の
観
光
は

Q
市
の
観
光
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
業
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
が
現
状
は
ど
う
か
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
訪
日
外
国
人
旅

行
者
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
が
断
た
れ
た
国
内
の

観
光
産
業
を
回
復
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
日
本
人
に
よ

る
国
内
旅
行
へ
の
回
帰
を
喚
起
す
る
も
の
と
し
て
提
唱

さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
小
さ
な
旅
行
）
の
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
。



産
経
部
長　

市
の
各
種
支
援
策
の
傾
向
は
、
経
営
に

大
き
な
支
障
が
出
て
い
る
宿
泊
業
、
飲
食
業
を
含
む

サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。
本
市
は
京
阪
神
や
中
京
圏
か
ら

１
時
間
程
度
の
移
動
距
離
に
立
地
し
豊
か
な
観
光
資

源
に
恵
ま
れ
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
最

適
な
手
法
の
ひ
と
つ
。

ま
た
、
県
内
、
市
内

に
お
い
て
も
、
今
ま

で
身
近
過
ぎ
て
気
づ

か
な
か
っ
た
観
光
資

源
を
再
発
見
す
る
な

ど
内
需
喚
起
の
掘
り

起
こ
し
や
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に

も
繋
が
る
も
の
。

A Q

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り

学
校
再
開
に
伴
う
交
通
安
全
対
策
は

Q
学
校
再
開
に
伴
う
通
学
時
の
交
通
安
全
対
策
は
。



教
育
長　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々
等
に
見
守
り
い
た
だ

き
当
面
は
教
職
員
に
よ
る
安
全
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

Q
学
校
で
の
デ
マ
ン
ド
監
視
と
デ
マ
ン
ド
制
御
は
。



教
育
部
長　

エ
ア
コ
ン
の
始
動
時
間
を
ず
ら
し
デ
マ
ン
ド

値
を
調
整
し
電
気
使
用
料
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。

Q
庁
舎
の
デ
マ
ン
ド
制
御
と
電
気
使
用
料
の
推
移
は
。



総
務
理
事　

最
大
デ
マ
ン
ド
値
は
平
成
30
年
度
５
２
２

kw
、
令
和
元
年
度
５
０
６
kw
で
１
５
５
万
円
減
少
。

Q
高
圧
受
電
に
お
け
る
法
人
特
約
の
現
状
と
効
果
は
。



総
務
理
事　

15
％
の
割
引
で
、
７
％
の
割
引
と
比
較

す
る
と
１
７
０
０
万
円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

Q
市
民
と
の
対
話
や

意
見
交
換
は
。



市
長　

市
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
と
対
話
、
議

論
に
よ
る
合
意
形
成
が

大
変
重
要
と
考
え
、
就

任
以
来
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
を
開
催
。

今
回
も
区
長
を
始
め
と

す
る
意
見
交
換
会
を
近

日
中
に
開
催
予
定
。

A Q

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

Q
な
ぜ
、
民
間
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
の
か
。



こ
政
部
長　

保
護
者
が
求
め
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
に

応
え
、
民
間
園
で
は
、
国
の
補
助
金
が
活
用
で
き
る
。

Q
伴
谷
幼
稚
園
・
伴
谷
保
育
園
統
合
認
定
こ
ど
も
園

設
置
運
営
事
業
者
決
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
。



こ
政
部
長　

学
校
法
人
森
島
学
園
は
、
認
定
こ
ど
も

園
の
運
営
実
績
が
あ
り
、
独
自
の
保
育
・
教
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
住
民
不
安
解
消
の
点
で
は
今
後
、

保
護
者
や
市
、
事
業
者
に
よ
る
三
者
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
。

Q
用
地
取
得
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
。



こ
政
部
長　

よ
り
良
い
保
育
環
境
と
す
べ
く
、
事
業

者
の
負
担
で
用
地
拡
充
の
提
案
を
受
け
た
。

Q
公
募
内
容
や
協
定
書
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
用
地
買
収
に
関
し
て
地
元
区
に
、
市
か
ら
の
説
明

が
必
要
で
は
。
住
民
と
の
情

報
共
有
の
考
え
は
ど
う
か
。



副
市
長　

地
域
の
核
と
な
る

施
設
で
も
あ
り
、
意
見
交
換
、

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
る
。
透
明
性
を
担

保
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、

市
民
の
皆
様
に
、
し
っ
か
り

と
丁
寧
に
情
報
を
伝
え
る
。

伴谷保育園と今後の拡張用地

7月 10日から始まった
「テレビドラマの世界」(旧信楽伝統産業会館 )

エアコンと共に設置されたデマンド監視装置
（今年の夏は学校のエアコンも安心してフル稼働）



市議会だより　No.63  23  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。



教
育
部
長　

学
校
給
食
管
理
基
準
で
持
ち
帰
り
を
禁

止
し
て
い
る
た
め
。

Q
食
品
ロ
ス
の
観
点
か
ら
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。



教
育
部
長　

食
育
に
よ
り
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
ぐ
。

Q
有
効
活
用
は
。
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
に
加
工
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。



教
育
部
長　

「
生
ゴ

ミ
た
い
肥
化
」
で
さ

ら
に
積
極
的
に
取

り
組
む
。
先
例
地

を
調
べ
て
、
研
究

し
た
い
。

Q
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
生
徒
の
数
は
。



教
育
部
長　

幼
稚
園
５
人
、
保
育
園
１
０
４
人
、
小
学

校
３
８
６
人
、
中
学
校
２
１
７
人
合
計
７
１
２
人
い
る
。

Q
緊
急
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
個
別
プ
ラ
ン
は
。



教
育
部
長　

「
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
方
針
」
は
各
学
校
へ

周
知
、「
個
別
プ
ラ
ン
」は
保
護
者
と
面
談
作
成
し
て
い

る
。

Q
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
委
員
会
の
設
置
と
そ
の
実
効
性

は
。



教
育
部
長　

全
職
員
が
情
報
を
共
有
し
、
緊
急
時
の

訓
練
や
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
の「
議
会
改
革

度
調
査
２
０
１
９
ラ
ン
キ
ン
グ
」が
発
表
さ
れ
、
甲
賀

市
議
会
は
全
国
１
７
８
８
議
会
の
う
ち
、
１
１
７
位

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
５
７
５
位
か
ら
64
位
と
大
き
く
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
し
た
甲
賀
市
で
す
が
、
今
回
は
昨
年
よ
り
順

位
は
下
が
っ
た
も
の
の
現
在
様
々
な
議
会
改
革
を
進

め
て
お
り
、
今
後
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

甲
賀
市
議
会
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
推
移

２
０
１
７
ラ
ン
キ
ン
グ（
Ｈ
29
）５
７
５
位　

２
０
１
８
ラ
ン
キ
ン
グ（
Ｈ
30
）　
　

64
位　

２
０
１
９
ラ
ン
キ
ン
グ（
Ｒ
元
）１
１
７
位　

　

６
月
12
日
付
で
糸
目
仁
樹
議
員
が
志
誠
会
を
退
会

し
た
こ
と
か
ら
、
会
派
構
成
が
次
の
と
お
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

凛
風
会　

９
人

　
　

志
誠
会　

５
人

　
　

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団　

３
人

　
　

公
明
党
甲
賀
市
議
団　

３
人

　
　

無
会
派　

３
人



訂
正
と
お
詫
び

　

前
62
号
21
ペ
ー
ジ
の
橋
本
律
子
議
員
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
要
配
慮
者
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
の
健
康
福
祉
部
長
の
答

弁
の
記
述
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

訂
正
前「
平
成
25
年
に
高
齢
者
の
障
害
者
な
ど
約
８
２
０
０
人
」

訂
正
後「
平
成
25
年
に
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
約
８
２
０
０
人
」

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

一般質問

竹
若　

茂
國

処
分
方
法
の
研
究
や
工
夫
が
必
要

給
食
牛
乳
を
年
約
18
ｔ
捨
て
て
い
る
が

A Q

捨てられる牛乳

向かって左から林田議員、橋本議員、小西議員、谷永議員

　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
96
回
定
期
総
会

に
お
い
て
、
通
算
10
年
間
在
職
し
た
議
員

及
び
評
議
員
を
務
め
た
議
員
と
し
て
、
甲

賀
市
議
会
か
ら
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
職
10
年

　
　
　
　
　

谷
永　

兼
二　

議
員

　
　
　
　
　

小
西
喜
代
次　

議
員

　
　
　
　
　

橋
本　

恒
典　

議
員

　

特
別
表
彰

　
　
　
　
　

谷
永　

兼
二　

議
員

　
　
　
　
　

林
田　

久
充　

議
員

議
員
表
彰

議
員
表
彰

会
派
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

会
派
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

今
回
は
１
１
７
位

今
回
は
１
１
７
位

議
会
改
革
度
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ



市民の

みなさんに市議会

議員をみぢかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

▼中国武漢市において最初の症例

が確認された新型コロナウイルス

感染拡大で様々な情報が錯綜し、

感情的な議論が多いのではと懸念

します。かつて経験したことのな

い事態だけに、誰かに批判が集中

するのは不可避なのかも知れませ

んが、こういう時だからこそ官民

一体となった冷静な議論と協力が

必要です。また、世界情勢を見た

時、本来全世界が手を携えてこの

難局を乗り切って行くのが理想の

姿ではありますが、現実はそうで

はありません。その様な状況の

中、日本がどう生き残っていくの

か、国・地方がしっかり連携して

前に進んでいかなければならない

と痛感する今日この頃です。

（広報特別委員　糸目仁樹）

　甲賀市では子ど
もたちの健康と安
全を第一に、３月
２日から市立小中
学校の臨時休業を

行ってきました。５月には分散登校を
行い、６月１日から本格的に学校再開
となりました。
　６月１日にはスクールガードを始め
とする地域の皆さんに見守られながら
マスク姿での通学が始まりました（写
真は佐山小）。今年は夏休みも登校し
ていますが、小中学校にはエアコンも
整備されており、熱中症に十分注意し
ながら安
全な通学
や学校生
活につな
げてほし
いと願っ
ています。

編集後記

市議会議員紹介

vol.9

あなたとつなぐ

山　岡　光　広 甲南町在住

白　坂　萬里子 水口町在住

　　やま　　　おか　　みつ　　ひろ

  しら　　さか　　 ま　り　こ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

要求が渦巻いているのに市政に活かされていない。市民の声を届けるため。

困難な問題でも粘り強くコツコツと取り組むことで実を結ぶ。

新聞記者の経験を生かして、いつも現場の声と実態から出発。

何よりも市民に寄り添う。国にも県にも意見を言う。

自然は鈴鹿の山なみ。歴史は天保一揆ゆかりの地・矢川神社。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

働くお母さんの味方として、政策決定の場に「女性の声」を届けたいと決意。

公務員の大切さと大変さ。その中で議員としての発言の影響力と責任の重さを実感。

公僕としての姿勢を貫き、現場第一主義を目指すよう意識して活動してきた。

多様な市民相談は特に力を注ぎ、市民の声に寄り添い共に解決の道を目指してきた。

歴史を感じさせる土山の町並みと伝馬館。「かもしか荘」周辺の雄大な自然の景色。

（写真撮影　橋本恒典委員）
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9 月議会の予定
8月24日 9時30分～

本会議（第1日）議案上程・提案理由説明

9月1日 9時30分～

本会議（第2日）議案審議

9月2日 9時30分～

本会議（第3日）一般質問

9月3日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問

9月4日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問

9月7日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問

9月8・9・10・11

　　14・15・16・17日

　　　　９時30分～

委員会

9月18日

委員会予備日

9月24日 9時30分～

本会議（第7日）最終日

本会議も 9 時 30 分からの
開始になりました。

8 月

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

9 月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30
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